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○ お兄さんお姉さんに感謝 サンキューフェスタ
３月上旬に県立高校一般入試が終わると、９年生は卒業式に向けてのカウントダウンが始まります。今
年度の９年生は小学校４年生までを田代小学校で過ごし、５年生から西郷義務教育学校に通うことにな
った子ども達です。本校の後期ブロックの５年生教室に始めて入った子ども達になります。５年間通った
本校での生活が終わりました。４月からは美郷町以外の場所での生活が始まります。卒業式までの数日
間は「学びの坂の入り口で地域の皆さんに迎えられて登校するのもあと何日・・」「この靴箱に靴を入れる
のはあと○回」「教室で友達と過ごし後輩たちに会えるのはあと△日」などと考えた９年生も少なくないと
思います。３月上旬は卒業生にとってセンチメンタルな時期でした。
そんな中、３月６日に本校ならではの送別行事、サンキューフェスタを行いました。サンキューフェスタ

は２部構成になっています。１つ目は幼稚園から９年生が１学年５分の出し物を行い、９年生に感謝と応
援の気持ちを伝えるメモリーイベントです。内容は歌、クイズ、ダンス、劇などでした。各学年発表のあと
には手づくりのメダル、手紙、ミサンガなどのプレゼントもあり９年生はとても嬉しそうでした。
２つ目は幼稚園から９年生で取り組む１００分間の生徒会企画です。今年度の生徒会役員が意見を

出し合い２つの企画を準備してくれました。幼稚園から９年生までの混成チームで行う「お絵描き伝言ゲ
ーム」と問題が解けると次のステージに進みゴールを目指す「謎解きゲーム」の２つです。今年も生徒会
役員の皆さんの企画のおかげで親睦を深めることができました。下にサンキューフェスタの様子の写真と
生徒会役員の感想を掲載させていただきます。

【謎解きゲームの様子】 【幼稚園の出し物での交流】

本校には、幼稚園から９年生が一堂に集まる行事が学期１回ずつありますが、これが今年度最後の行
事になりました。サンキューフェスタは本校独自の行事です。一期一会という言葉もありますが、それぞ
れの子どもたちが、２度と戻ってこない幸せな時間を味わっていました。９年生にとって本校での下級生
との交流は最後になりました。こんなに癒される時間、心が温まる経験はなかなか無いことを卒業後に気
付くと思います。在校生の皆さんは素敵な９年生の姿を忘れないで欲しいと思います。
合同帰りの会では全校の子どもたちに９年生１人１人からお礼の気持ちを伝える時間がありました。感

謝の言葉に後輩の成長や頑張りを認め慰労する言葉があり、後輩はとても嬉しそうでした。

○ 第５回卒業式１1名が本校を卒業
3月16日に大坪教育長をはじめ来賓の皆様にご臨席いただき、第５回西郷義務教育学校卒業式を行
いました。今年度の９年生は町のバスを利用して日向市の高校に通う予定の生徒が多いことが特徴で
す。また、家族と新しい土地での生活が始まる卒業
生、親元を離れ新しい土地で生活が始まる卒業生も
います。校長式辞では在校生にとって憧れの存在で
ある９年生の功績をたたえた後に、これからの人生は
自分の選択によって決まっていくこと、期待と不安で
いっぱいでしょうが自信をもってそれぞれの人生を
歩んでいってほしいということを話しました。卒業生
の皆さんの人生に幸多かれと願うばかりです。

今年は昨年度よりも人数が少なくサ
ンキューフェスタが完成するか心配
でしたが生徒会から先生までいろい
ろな方の協力があり無事に成功する
ことができました。とても嬉しかっ
たです。意見がくい違い悩むことも
ありましたが９年生に感謝を伝えら
れる最高のイベントにできたと思っ
ています。全校生徒皆が「楽しかっ
た!」と言ってくれて嬉しかったで
す。 生徒会役員 小野泰成

サンキューフェスタは私にとって生徒会役員初めての大役でした。特に大変だったのは当日でした。臨機応変
に対応しなくてはならずミスにどう対処すればよいか、混雑をどう避ければよいかなど自分の判断でこれから
どうなるかが決まります。責任重大な役は人生であまりなく、すごく緊張しました。でもサンキュフェスタが
終わるといろんな先生から面白かったよと言われ、すごくやりがいを感じました。 生徒会役員 木本里桜



みどりの少年団活動 ２月20日参観日の様子
本校の前期ブロックではみどりの少年団活動を行って 保護者の皆様、今年度最後の参観日に参加してい

います。具体的には卒業式と入学式において、式場となる ただきありがとうございました。前期ブロックは「調べたこ
体育館を華やかに彩る花を育ててくれています。 と、できるようになったことの発表」「1/2成人式」など親
活動においては、まず幼稚園から４年生までの子ども達 子の触れ合いや、我が子の成長を実感できる企画が多

が自分の名前の書かれたプランターをきれいに洗いまし かったように感じました。後期ブロックでも親子の時間を
た。そして、その中にパンジーやビオラが植えてあるポット 設定したり、いつもの授業に親子で一緒にする活動が
を３つずつ入れました。活動の後は主に４年生が毎日、花 取り入れられたりしている学年もありました。
に水をあげて成長を見守りながら育ててくれています。「お 子どもたちの活動を、保護者の皆さんが優しい視線
世話になったお兄さん、お姉さんのために」という子ども達 であたたかく見守ってくださることをありがたく感じまし
の純粋な気持ちが嬉しいです。卒業式の予行練習では９ た。授業の中には、１年間を振り返ったり、普段保護者
年生から前期ブロックの子ども達に感謝の言葉が述べら に伝えにくいことをメッセージで伝えたりする場面もあり
れていました。 私も感動してしまいました。

【幼稚園１年】 【２年】 【３年】

教育後援会費のお礼 【４年】 【５年】 【６年】
3月19日に行われる区長会に校長と事務副主幹で伺い

時間をいただく予定です。目的はこれまでいただいてきた
教育後会費に対するお礼を伝えるためです。田代小学校
西郷中学校の頃から西郷地区では学校の教育活動に対
して各区から寄付をいただいてきました。長い間、地域の
から支えくいただいた歴史があります。これまでのお礼を 【７年】 【８年】 【９年】
伝え、今年度の会計報告をさせていただく予定です。地
域の皆様、これまで本当にありがとうございました。そして、 ２年生と３年生の学級懇談では、来年度３年生と４年
これからもよろしくお願いします。 生は複式学級で行う予定であることを教頭がお伝えしま

した。また、６年生の学級懇談では令和８年度の部活動

イラカブピザを食べました について校長から話をさせていただきました。
本校３年生が地域の伝統的な野菜であるイラカブを育

てました。昨年までは旧田代小の畑に植えていましたが、
うまくいきませんでした。そこで今年度はイラカブ栽培の指
導者である黒木竜太さんと相談して学級の花壇で栽培し
てみました。結果は大成功です。
イラカブは「カブ」の仲間で根を食べるのかと思っていた 8日(水) 始業の日

らカブの仲間ではなく葉を食べる野菜でした。(アブラナ科 10日(金) 入園・入学式
だそうです)刻んでサラダに入れたり漬物にしたりすること 14日(火) 県英テスト(8.9年)県数テスト(7～9年)
もできるそうです。3年生は餃子の皮にイラカブを混ぜたト 15日(水) NRT検査(2～9年)
ッピングをのせてピザを作り上げていました。たくさんの大 16日(木〉 NRT検査(7～9年)
人の応援があり安全に調理をして、おいしくいただきまし 17日(金) 認知能力検査(２～９年)
た。ありがとうございました。 20日(月) 結団式

22日(水) 交通安全教室
24日(金) 第１回参観日・PTA総会
29日(水) 昭和の日

※ 保健関係の行事は別途お知らせします。


